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研究情報の名称 高分子流体の熱・流動計算による高分子成形加工プロセス設計支援 

概要 

 高分子流体の各種熱流動計算により高分子成形加工，特に押出成形プロセス設計支援に資するため

の解析技術の確立をめざし，解析プロセスの提示や技術支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

グラフィカルな社会還元までのチャート 

関連している企業・大学・団体等 プラスチック成形加工学会，その他成形加工関連企業，関連研究に従事する大学

関連する特許 1件  

関連する論文 1編 Tanoue & Iemoto, “Numerical Simulation of the Flow in an Extensional Flow 

Mixer. Effect of Fluld Elasticity on the Flow”, Polym. Eng. Sci., 43, 254 (2003) 

 

高分子流体力学の
理論的体系化

成果 

主に企業側から

高分子成形加工

プロセス，特に

押出成形プロセ

スにおいて，解

決したい問題の

提起。 

問題を解決するた

めの計算モデルの

構築 

計算機シミュレー

ションの実施 
(主に研究室で) 

最適な解析技術の

適用または開発 
検証実験の実施 
(主に企業で) 

成形加工プロ

セスの提示 

研究室

解析プロセス

の提示 

解析実施への

技術支援 

主に企業側 

からご提案 

プロセスの構築・提案

有限要素法による 
粘弾性流体の 
熱・流動解析技術 

高分子成形加工プロセ
スの設計指針の提供

 
現存する計算技術
をもってしても，現
実の成形加工プロ
セスにおける成形
条件での計算を実
現させることが難
しいことが多い。 

・有限要素法 
・高分子流体力学 
・高分子レオロジー 
などの基礎学問 

多様なニーズに短期間

で能率的に対応できる

成形加工プロセス設計

を支援できる 

・押出機，ダイ内流動，紡
糸・ブロー成形などの各種
押出成形加工プロセスで見
られる諸問題 

 

シーズ 

問題点 

計算プログラムへ
１．三次元化 
２．非等温化 
などの機能付加 

計算手法の
開発 


